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胸に影 課題シート五 ２００６－ Ｂ２－ Ｔ２－ ５
影 山一 郎 さ ん は、 普 段 か ら、 健 康 に は 自信カミあ りま し た 淋、 ２
年 ぶ り１こ検 診 を 受 け ま した。
気軽な気 持ちで検診を受げたところ、
“胸部Ｘ線写真にて異常あ
り、 精 査 淋 必 要
” と の 緒果 で し た。 た ばこ が 好 き で や め ら れ な か
っ た こ と も あ り、 心 醐 こなり 漢 した。
㌧。
資 料 １１胸 部 Ｘ 線写 真 （正 常， 症 例一 正 面， 側 面）
胸に髭 課題シート２ ２００６－ Ｂ２－ Ｔ２－ ５
影 山 さんは東京女子医科大 学病院呼吸器センターを受診しま
し た。 担 当 医 か ら、 「レ ン ト ゲ ン で 異 常 な 彰 が 認 め られ る の で、
胸 部 ＣＴ で、 も う少 し詳 しく 調 べ て みま しょ う？」 と 説 明 され ま、
・
し た。
）
資 料２： 胸 部 ＣＴ （正 常， 症 例）
胸に影 課題シート３ ２００６＿Ｂ２＿Ｔ２＿５
さらに、 担当 医から、 「喀療紬胞診では異常な綱胞は認めません
添、 診 断 を 確 定 さ せ る た め、 気 管 支 鏡 で 気 管 支 を 観 察 し、 細 胞
を 敢 る 検 査 が 必要 で す。ヨ と 説 明 を 受 け ま した。
後 目、 経 気 管 支 蹄 生 検（ＴＢＬＢ）、 擦過 紬 胞 診 を施 行 しま した。
ま た、 他 恒、 頭 部 Ｍ㎜， 腹部 ＣＴ， Ｐ駅 を 予絢 しま しだ が、 影 山
さ ん は、 「肺 の 病 気 な の に、 何 で頭 や 為 腹 の 検 査 を しな け れ ぱ な
ら な い の だ ろ う が ？」 と 疑 間 俸 思 い裏 した。
資料３：経気管支擦過細胞診（症例， 炎症例）
胸に影 課題シート４ ２００６＿Ｂ２＿Ｔ２＿５
検 査 結 果 を 聞 き に 受 診 す る と、 担当 医 か ら、 「悪 い 紬 胞 が 認 め ら
れ る の で、 手 術 しだ ほ う が い い で す。」 と 説 明 さ れ 窪 した。
霧山さんは、 ｒ手術 しないで済む方法はないのですが９」と闘き
漢した淋、「化学療法や放射線治療もありますが、手術でとるの
カ§最 も 確 実 で す。」 と 説 明 を 受 け、 手 衛 に 同 意 し漢 した。
呼吸 器外科に入 院後、 左蹄上 葉切除術， リンパ節郭清術カ葦行わ
れ ま した。 術 後 は経 過 良 好で 第 三〇 病 剛こ退 院 しま した。
資 料 ４： 摘 出病 理 標 本 写 真（マ ク ロ）、
資料５：摘出病 理標 本顕微鏡写真
胸に影 課題シート５ ２００６＿遇２＿Ｔ２＿５
病理検 査の緒果は、 原発牲蹄癌 でし淀。 主治医からは、 囎 織挙
的 に、 リ ン パ 鰍 こ転 移 して い る の で、 少 し進 行 して いま す。 補
助 療 法 も 考 完 て い豪 す。」 と 説 明 さ れ 窪 した。
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